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2023年5月期 第2四半期決算概要1

Copyright ©daiko-tsusan Co.,Ltd.All Rights Reserved ｜



2023年5月期 第2四半期決算ハイライト
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売上高・各利益ともに、底堅く推移しております

2022年5月期
第2四半期実績

2023年5月期 (参考) 2022年5月期

第2四半期実績
前期比
増減率

通期計画 進捗率 通期実績 進捗率

売 上 高 8,494 8,534 0.5％ 18,200 46.9％ 17,581 48.3％

売 上 総 利 益
1,363 1,306 △4.1％ 2,834

46.1％
2,736

49.8％
(16.0％) (15.3％) (△0.7％) (15.6％) (15.6％)

営 業 利 益
538 437 △18.8％ 1,072

40.8％
1,056

51.0％
(6.3％) (5.1％) (△1.2％) (5.9％) (6.0％)

経 常 利 益
541 441 △18.6％ 1,080

40.8％
1,057

51.2％
(6.4％) (5.2％) (△1.2％) (5.9％) (6.0％)

四半期(当期)純利益
364 295 △18.9％ 714

41.3％
703

51.8％
(4.3％) (3.5％) (△0.8％) (3.9％) (4.0％)

(単位：百万円、下段は構成比)

案件獲得に向けた取り組みを推進するとともに、顧客ニーズへの的確な対応による積極的な営業活動を展開いたしました。

売上高は、FTTH案件(光伝送路案件含む)の安定的な受注獲得や、大型のメガソーラー案件(電力設備)の受注等により、堅調に推移しておりますが、
仕入価格上昇分の価格転嫁の遅れや収益性の低い案件売上の増加が影響し、売上総利益は、前年同期の実績を下回る結果となりました。

※2023年5月期進捗率は、2023年5月期業績予想に対するものです。

営業利益は、売上総利益の減少が影響しましたが、支出の抑制等に努め、計画通りに推移しております。なお、販売費及び一般管理費につきましては、
特記すべき特別な支出はございません。
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売上総利益は、案件の価格対応による収益性の低下や仕入価格が以前より上昇傾向にあるなど複合的な要因が挙げられますが、通期を通しては、比較
的収益性の高い日常売上の増加と価格転嫁を見込んでいるため、売上総利益率は、平準化すると計画しています。
(参考) 売上総利益率は、第1四半期実績14.8％から第2四半期実績15.3％と改善傾向にあります。



■売上構成比
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日常売上・案件売上別の売上及び売上総利益の構成比詳細

2023年5月期 第2四半期決算ハイライト

（注）日常売上・・・日々受注する小口の売上。
案件売上・・・一定量まとまった受注による売上で100万円以上のもの。1億円以上のものは大型案件(特需)。
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日常・案件別
・案件売上
・案件内、大型案件
・日常売上

案件売上区分

・通信設備工事
・通信線工事
・公共通信設備工事
・機器販売
・電力設備工事・その他

イベント案件区分
・FTTH（光伝送路含む）
・防災行政無線工事
・イベント以外の案件

■売上総利益構成比

円グラフ 内側：2022年5月期2Q累計
外側：2023年5月期2Q累計
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事業区分別、商品区分別の売上高及び売上総利益

事業区分別（エリア別） ・東日本ブロック ・西日本ブロック ・四国･九州ブロック ・東海･北陸ブロック

2023年5月期 第2四半期決算ハイライト

(単位：百万円) (単位：百万円)

(単位：百万円)

商品区分別 ・ケーブル ・材料 ・機器 ・工事

(単位：百万円)

四国・九州ブロックの前年同四半期実績は、FTTH案件の前倒し受注、防災行政無線案件の受注が多数ありましたが、当年四半期は、同案件を第3四半期以降に予定していることから低調に推移しております。
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第2四半期の進捗率は、計画通りに推移しております

売上高進捗率 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

2020年5月期 22.1% 24.1% 26.6% 27.2%

2021年5月期 21.9% 27.5% 27.7％ 22.9％

2022年5月期 23.0% 25.3% 26.9％ 24.8％

2023年5月期 22.6% 24.3％ ― ―

経常利益進捗率 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

2020年5月期 13.5% 28.1% 28.1% 30.3%

2021年5月期 17.0% 31.4％ 31.8％ 19.8％

2022年5月期 23.4% 27.8％ 28.6％ 20.2％

2023年5月期 15.6% 25.2％ ― ―

※2023年5月期進捗率は、2023年5月期予算に対するものです。

例年、売上高・経常利益ともに上半期の進捗率が小幅ながら低くなる傾向を有しておりますが、2021年5月期上半期は、特需であるＧＩＧＡスクール構想
案件売上の影響を、2022年5月期上半期は、収益性の高い日常売上が堅調に推移したことにより、進捗率が相対的に高い水準にあります。なお、2023年
5月期上半期の売上高は、計画通りに推移しており、経常利益も下半期の売上総利益率の平準化により、概ね計画通り推移すると見込んでおります。

(単位：百万円) (単位：百万円)

例年、下半期の進捗につきましては、第2四半期後半(11月頃)から第4四半期前半(3月頃)にかけて売上高が増加する傾向にあります。主な要因といたし
ましては、当社の主要顧客である通信工事等の施工業者が、年度末である3月竣工の公共工事や民需工事を行うためであります。
なお、2023年5月期下半期は、例年と異なり、第4四半期に売上が集中すると見込んでいるため、例年に比べて第3四半期の進捗率が低くなるものの、通
期では概ね計画通りの着地になると予想しております。
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2023年5月期業績予想2



■売上高 ■売上総利益 ■営業利益 ■経常利益 ■当期純利益

（単位:百万円） （単位:百万円） （単位:百万円） （単位:百万円） （単位:百万円）

2023年5月期（通期）業績予想
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2023年5月期決算は、増収増益を見込んでいます

顧客基盤、取扱い商品数の拡充に加え、イベント需要の案件獲得に取り組んでまいります。FTTHや光伝送路拡張、防災行政無線の
デジタル化、病院等のネットワーク設備などの案件向けケーブル・材料・機器の販売伸長を見込んでいます。

2022年5月期

（通期）実績

2023年5月期

（通期）予想

前期比

増減額 増減率

売 上 高 17,581 18,200 619 3.5％

売 上 総 利 益 2,736 2,834 98 3.6%
(15.6％) (15.6％)

営 業 利 益 1,056 1,072 16 1.6％
(6.0％) (5.9％)

経 常 利 益 1,057 1,080 23 2.2％
(6.0％) (5.9％)

当 期 純 利 益 703 714 11 1.6％
(4.0％) (3.9％)

(単位：百万円、下段は構成比)

（注）直近に公表しております業績予想からの修正はありません。



2023年5月期（通期）業績予想

将来の予測情報に関する説明

2023年5月期 (参考) 2023年5月期

第2四半期計画 第2四半期実績 増減額 増減率 通期予想 進捗率

売 上 高 8,551 8,534 △16 △0.2％ 18,200 46.9％

売 上 総 利 益
1,333 1,306 △26 △2.0％

2,834
46.1％

(15.6％) (15.3％) (15.6％)

営 業 利 益
450 437 △12 △2.8％

1,072
40.8％

(5.3％) (5.1％) (5.9％)

経 常 利 益
453 441 △12 △2.7％

1,080
40.8％

(5.3％) (5.2％) (5.9％)

四半期純利益
299 295 △4 △1.4％

714
41.3％

(3.5％) (3.5％) (3.9％)

(単位：百万円、下段は構成比)
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当社では、新型コロナウイルス感染症による影響が、概ね2023年５月頃まで続くことを前提に会計上の見積りを行っておりますが、新型コロナウイルス
感染症による影響は、不確定要素が多く今後の状況によっては、当社の財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

上記の不確定要素が解消する過程で業績予想の変動が見込まれた場合は直ちに開示いたします。

売上高につきましては、概ね計画通りに推移しておりますが、売上総利益は、急速な円安による原材料価格の高騰や半導体不足による供給面の制
約等の影響により、計画値を下回る結果となりました。当社では、仕入価格の変動は、可能な範囲内で販売価格に価格転嫁しておりますが、価格改

定にはタイムラグがあり、当第3四半期及び第4四半期を通して計画値の水準に戻る見込みのため、通期の業績予想は据え置いております。

Copyright ©daiko-tsusan Co.,Ltd.All Rights Reserved ｜

※進捗率は、2023年5月期業績予想に対するものです。

（注）直近に公表しております業績予想からの修正はありません。



2023年5月期（通期）業績予想 ～5年間の業績推移～
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売上高・経常利益ともに、安定的に推移しております

(単位：百万円)
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特需により急増

売上高・経常利益は、外部環境の変化の中、外的要因の影響を最小限に抑え、安定的に推移しております。

2021年5月期は、ＧＩＧＡスクール構想案件の特需により急増しておりますが、2022年5月期以降も
特需要因のあった年度とほぼ同等水準の売上となっており、経年で見るとトップラインは伸長傾向にあります。

(単位：百万円)

特需

特需
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トピックス3
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影響

事業活動
・ 一部の案件において、一時的な工事の自粛や延期の情報が入っております。
・ 一部の仕入商品に、半導体不足による機器の納入遅れ等の情報が入っております。

勤務状況 職場の感染防止対策を徹底のうえ、通常通りの勤務形態にて業務を行っております。

トピックス①
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外部環境による変化と、当社取り組み

新型コロナウイルス感染症による影響
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業績に大きな影響を与える問題は発生していません。

今後の感染拡大や市場の状況等によっては、業績へ影響を与える可能性があります。

銅相場の状況

相場状況
銅相場は、依然として比較的高い水準にあり、世界最大の銅消費国である中国の動向によって一時的な上昇はあるものの、今後は世界的に循
環的な景気の減速が見込まれることから、銅の需要が緩和することで、銅価格は下落余地を探る可能性が高いと予想されています。

取り組み 仕入価格の変動は、可能な範囲内で販売価格に価格転嫁（仕入値が変われば、売値を連動して変える方針）しております。

市場状況
為替市場のドル高・円安のトレンドは、日銀が金融緩和の縮小に動いたため、収束に向かう可能性が高いとみられています。今後も米経済指標の強
弱感や、米金融当局者の発言に、敏感な反応を示す場面が続くと思われますが、基調としては緩やかなドル安・円高が進むと予想されています。

取り組み 一部商品の海外仕入れはありますが、為替レートの変動による原価の増減は、可能な範囲で販売価格に価格転嫁する方針です。

為替市場の状況



新築移転に伴う建設用地の取得を終え、この度、建設計画の概要が決定いたしました。
東京の立地を最大限に生かし、業務効率の向上、物流網の強化、営業基盤の拡大に
努めてまいります。今後、公表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。

トピックス②
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営業・物流拠点の新築・移転計画の進捗

東京営業所 兼 物流センター

建設計画の決定

その他の営業所

その他の営業所についても、必要に応じてキャパシティの増加を図るほか、現在
空白地帯となっているエリア開拓も含め、引き続き、営業体制・物流網の強化を
推進してまいります。

中長期的な成長戦略

新規開設
2022年6月1日

所 在 地 東京都江戸川区臨海町三丁目６番８

設 備 投 資 内 容 事務所兼倉庫

建設着工予定時期 2023年６月（予定）

竣 工 予 定 時 期 2024年３月（予定）

敷 地 面 積 1,300.04 ㎡（自社所有）

建 物 面 積 約2,200 ㎡（予定）

投 資 予 定 額 約７億円（予定）

資 金 計 画 自己資金及び借入金等（詳細未定）

現 況 2022年12月 既存建物の撤去完了

建設計画の決定

(注)2023年5月期の業績に与える影響は軽微なものと見込んでおります。



トピックス③
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イベント需要の案件獲得に向けた取り組み

緊急防災・減災事業
市町村が各地域に配置している防災行政無線（同報系）は、電波法令の改正により、アナログ放送は2022年
11月30日に終了しました。 今後は、未整備地域への導入や移行した設備の更新が予定されています。

通信インフラ基盤の整備
総務省は「条件不利地域のエリア整備（基地局整備）」、「５Ｇなど高度化サービスの普及展開」、「鉄道／道路
トンネルの電波遮へい対策」、「光ファイバ整備」を、一体的かつ効果的に実施するための目標を掲げています。

イベント需要の案件獲得❷

防災行政無線のデジタル化の移行完了後においても、
未整備地域は残るほか、早期にデジタル移行した地域
ではシステム更新が順次発生しますので、需要は終息
することなく業績に寄与していくものと見込んでいます。

販売が見込まれる商品
● 架空幹線材料
● 周辺機器類 等

防災行政無線デジタル化
防災無線を含めた活用事業の需要



光ファイバ

不採算地域や条件不利地域等を含め、全国的な光ファイバ網の整備を推進

データセンター／海底ケーブル等

地方データセンター拠点や日本周回ケーブルの整備、陸揚局の地方分散等を推進

5G

新たな周波数割当て、基地局開設の責務の創設など5G網の整備を推進

Beyond 5G

通信インフラの超高速化・省電力化等を実現する技術の研究開発を加速

トピックス④
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案件獲得に向けた中長期的な取り組み

「デジタル実装を通じて地方が抱える課題を解決し、誰一人取り残されず
すべての人がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現する」という構想

デジタルインフラの整備
総務省「デジタル⽥園都市国家インフラ整備計画」に基づき、
光ファイバ、5G等の通信インフラの整備を地方ニーズに即してスピード感をもって推進

KPI 01

光ファイバの世帯カバー率について、

2027年度末までに世帯カバー率

99.9％とすることを目指す。

5Gの人口カバー率について、

2023年度末に全国95％、

2025年度末までに全国97％、

2030年度末までに全国99％、

とすることを目指す。

KPI 02

KPI 03

KPI 04

全国各地で十数か所の

地方データセンター拠点を

５年程度で整備する。

日本を周回する

海底ケーブル

(デジタル⽥園都市スーパーハイウェイ)を

2025年度末までに完成させる。

出所：内閣官房「デジタル⽥園都市国家構想ホームページ

デジタル⽥園都市国家構想の実現のためには光ファイバの整備や5Gの整備など、インフラ環境の構築が必要であり、必然的に当社ビジネスと密接な関係にあります。

中長期的な取り組み

▶構想を支えるハード・ソフトのデジタル基盤整備 ▶ 重要業績評価指標（KPI）

☑

☑

☑

☑
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株主還元4
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株主還元
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安定的かつ継続的な配当を実施していくことを配当の基本政策としております

（単位：円）

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営施策としており、会社の業績に応じた適正な利益還元に加え、
日常の事業運営に必要な運転資金と将来の事業展開のための内部留保を確保して健全な財務体質を維持しつつ、
安定的かつ継続的な配当を実施していくことを配当の基本政策としております。

35円

48円

2022年5月期
実績

2023年5月期
予想 増減

年間配当金 48円00銭 49円00銭 1円00銭

配当性向 36.4％ 36.6％ ＋0.2％

48円
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49円



本資料は、当社の財務情報、 経営情報等の提供を目的としておりますが、内容についていかなる表明・保証を行うものではありません。
掲載されている当社の計画や戦略、業績の見通し等は、将来の予測等に関する情報を含む場合があります。これらの情報は現在入手可能な情報に基づく
ものであり、経済動向、業界での競争、市場需要、為替レート、税制や諸制度等に関わるリスクや不確実な要素を含んでいます。従って、将来、実際に公
表される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があり、当社はこれらの情報を使用されたことにより生じるいかなる損害についても責任を負うも
のではありません。なお、当社は、新たな情報や将来の事象により、本資料に掲載された将来の見通しを修正して公表する義務を負うものでもありません。
以上を踏まえ、投資に関するご決定は、ご自身のご判断で行うようお願いいたします。


